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♦この本で説明している主な内容 



電源の入れ方/切り方 



音量調節 


フラットポイント 



明るさ調節 
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仕様一覧 
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ニユアルのご案内 


、 



冊子のマニュアル 


スタートガイド （1 設置編2セットアップ編） 

使い始めるまでの準備はこれでバッチリ 

•『スタートガイド]設置編』 

♦『スタートガイド2セットアップ編』 



FMV 取扱ガイド FMV テレビ操作ガイド 


FMV 广一 

♦各部の名称と働き 
♦パソコンの取り扱い 

- 電源の入れ方/切り方 

… V ，雨 

テレビチューナー搭載機種に添付 

FMVna 。 仆 paan^ 

FMV た-— 

テレビ齡リイド 

参テレビについて 

BI L を a . 

- 音量の調節 


- テレビの見かた 

圆圆 

- 輝度の調節など 


- 緑画のしかた 

國 1 哩 

♦周辺機器の設置/設定/増設 


- 保存のしかた 

log 

♦お手入れ 
♦仕様一覧 


♦テレビなどに関ずる Q&A 


トラブル解ミ夫ガイド 


サポート & ヴー ビスのご案内 


FMV 

♦安むヴポート機能 

…か ，戸 

:：,■… 

- FMV サポートナビ 


巧ブルガイドここ."— 

- トラブル解決ナビ 

々私 W - ビス的' 肋 卜•… 

圏固… 
圍图 
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♦パックアップ 

♦パソコンを復元する（リカバリ） 

♦廃棄-リサイクル 
♦Q&A 

圈图 

圍 
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♦ユーザー登録*特典 
•AzbyClub のご案内 
♦困ったとさは 
♦故障かな？と思ったときは 
♦お問い合わせ先 
♦操作指導サービス 
♦お問い合わせ票/修理依頼票 



この他にも、マニュアルや重要なお知5せなどの紙、冊子類びあります。 


画面で見る7ニユアル 


説明している主な内容 

♦パソコンの基本 
♦セキュ U ティ巧策 
参インター ネット /E メール 
♦FMV 使いこなし事例集 
♦パソコン本体の取り扱い 
♦周辺機器の接続 
♦添付ソフトウェアー覧 
♦困ったとさの Q&A 
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※この他にも、役に立つ情報が 
盛りだくさんでず。 

CTVi テクニカルコミュニケーター楠をが定める 
「画面で見るマニュアル標準マーク J です。 


画面で見るマニユアルの始め方 

& (スタート）一「ずべてのプ□グラム」一 「 FMV 画面で見るマニュアル」 
の順にクリック 













































































参照の探し方 


冊子のマニュアルの本文内に、 》 p 「****** (义書番号）」とある 
場合は、『画面で見るマニュアル』で検索してご覧ください。 




だ^ (i 巧 文: 書 番号：〉〉 P の横にある臣巧の数字 

▼ Windows の面耐こついて ^ 

^『画面で見るマニュアル』「920〔 

一 「Windows の画面と各部の名称」 

)10」で検索 

J 




文書を号（巨柄の数字）を入力して 
r 巧索する J をク U ック 



I 皆 fmV I 

I 画面で見るマニュアル I 

〇文書番号（巨巧の数字）を入力 _ 

© r 検索する J をクリック A ^文書番号の内客び表示 



旧次」、「検索」、「索引」など、 
他にをいろいろな探し方びあり 
ます。 

『画面で見るマニュアル』につ 
いて詳しくは、画面ち上の0 
をクリックしてください。 
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安をにお使いいただ < ために 


本製品には D 『安むしてお使いいただくために』とい5マニュアルび添付されています。本製品をま全 
に正し<お使いいただ<ための重要な情報び記載されています。 

お使いになる前に、このマニュアルを熟読してください。特に、「安全上のご注意」をよくお読みにな 
り、理解された5えで本製品をお使いください。 

また、このマニュアルは、本製品の使用中にいつでちご覧になれるよラ大切にイ呆曽してください。 


このマニュアルの表記について 


画面例およびイラストについて 


表記されている画面およびイラストは一例です。お使いの機種によって、画面およびイラストび若干 
異なることびあります。また、このマニュアルに表記されているイラストは説明の都合上、本来接続 
されているケーブル類を省略していることびあります。 

まをにお巧いいただくための給記号について 

このマニュアルでは、いろいろな絵表示を使っています。これは本製品をま全に正しくお使いいただ 
を、あなたや他の人々に加えられるおそれのあるち害や損害を、未然に防止するための目印となるち 
のです。その表示と意巧はなのよラになっています。内容をよくご理解のラえ、お読みください。 


A 警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び死 t する可能性または重傷を負ラ巧 
能性びあることを示しています。 

A 注意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性があること、およ 
び物的損害のみび発生する可能性があることを示しています。 


また、を害や損害の内容びどのよ5なをのかを示すために、上記の絵表示と同時になの記号を使って 
います。 


A 

A で示した記号は、警告•を意を促す内容であることを告げるちのです。記号の中やその 
脇には、具体的な警告内容び示されています。 

0 

ので示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であることを告げるちのです。記 
号の中やその脇には、具体的な禁止内容が示されています。 

〇 

•で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げるちのです。記号の中やそ 
の脇には、具体的な指示内容が示されています。 


4 でり iH 貴导ュ g ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














本文中の記号について 


本文中に記載されている記号には、なのよラな意味びあります。 


巧 重要 

お使いになるとをにを意していただをたいことや、してはいけないことを記述しています。 
必ずお読みください。 

P POINT 

操作に関連することを記述しています。必要に応じてお読みください。 


参照先を記述しています。 

0 

冊子のマニュアルを表しています。 

を 

画面で見るマニュアルを表しています。 

(起動方法について、このマニュアルの巻頭でご案内しています。） 

@ 

CD-R0M/DVD-R0M を表してし、ます。 


製品などの呼び方について 


このマニュアルでは製品名称などを、なのよラに略して表記しています。 


製品名称 

このマニュアルでの表記 

Windows Vista® Home Premium 

Windows または Windows Vista または 
Windows Vista Home Premium 

Windows Vista® Ultimate 

Windows または Windows Vista または 
Windows Vista Ultimate 

Windows® Internet Explorer® 7 

Internet Explorer 7 または 

Internet Explorer 

情報処理機器の省エネルギー化推進に関する法律 

省エネ法 

スーバーマルチドライブ 

CD/DVD ド'ライブ 

FMV 画面で見るマニュアル VI .3 

画面で見るマニュアル 

ExpressCard™/34 モジュール 

ExpressCard | ^/已 4 モジュール 

ExpressCard 


商標および著作権について 


Microsoft 、 Windows、Windows Vis ね、 Aero、Internet Explorer は、米国 Microsoft Corporation の、米:国およびその他の国における登録商 
標または商標でず。 

インテル、 Intel 、 インテル Core 、 インテル Celeron および Centrino は、アメリカ合お国およびその化の国における Intel Corporation の商標でず。 
SD ロゴおよび SDHC □ ゴは 、 SD ASSOCIATION の商標でず。 

ExpressCard™、ExpressCardTM □ ゴは、 Personal Computer Memory Card International Association (PCMCIA) の商標で、實±通へ 
ライセンスされていまず。 

その化のさ製品をは、宮社の商標または貴録商標でず。 

その他の各製品は、さ社の善作物でず。 

All Rights Reserved,Co 日 yri 径 ht© FUJITSU LIMITED 2007 


ドルビー、 DOLBY、 ダブル D 記号、 AC-3 およびプ□□ジックはドルビーラボラト U— スの商標です。 
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第 1 章 

る部の名频と働を 

パソコンの各部の名称と働さについて説明しています。 
ここでは、代表的な機能を説明しています。 


1パソコン本体前面 
2パソコン本体上面 
3パソコン本体側面 
4パソコン本体背面 
已パソコン本体下面 

巨キーボード . 

7状態表示 LED ... 
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る部のちがと働を 


パソコン本体前面 



ラッチ 


液晶ディスプレイ 


ヴボート 

Support ボタン 
電源 ボタン （（[)) 

電源 ランプ 


a . フジチ 

液晶ディスプレイび不巧意に開かないよラにロックしま 
す。 


d . 電源ボタン 

パソコンの電源を入れたり、ス U —プ/レジュームさせる 
ためのボタンです。 


b . 液晶ディスプレイ 

パソコンの画面を表示します。 

C. Support ボタン 

Support ボタンには、なの機能びあります。 

- Windows 起動時 

「FMV サポートナビ」び起動し、 「Q&A」 や「曰頃のメ 
ンテナンス」などのサポート機能を簡単に始めることび 
でをます。 

•シャツト女’ウン時 

Windows び起動しないとをにも、「八ードウエア診断」 
や「マイ U カバリで戻す」などトラブル解決に役立つサ 
ポート機能を使ラことびでをます。 

(《スリーフ中の場合には 「FMV サポートナビ」び起動 
します。） 


e . 電源ランプ 

パソコンの電源び入っているとをに点なしまず。 

f . スピーカー 

パソコンの音声び出力されます。 

邑•巧態表お LED (••► P .1 呂） 

パソコンの状態び表示されます。 

h •フラットポイント （••► P .31) 

マウスポインタを操作します。 

L ワイヤレススイッチ 

無線 LAN の電波の発信状態を切り替えます。 


詳しくは、〇『トラブル解まガイド』^「充実のサポート機 
能で安む•快適」をご覧ください。 

パソコン本体前面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 
貸園 


^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000270」で検索 

-「を部の名称と働を：バソコン本体前面」 


8 でり1= 貴主; f ァうレュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
















ま：お線 LAN 搭載機種のみ 


a . 巧商な線 LAN アジテナ 

無線 LAN 用のアンテナび内蔵されています。 

パソコン本体上面の各部の名称について、詳しい説明はなのマニュアルをご覧ください。 
營閣 

^『画面で見るマニュアル』 〉〉 P 「000260」で検索 

一「各部の名称と働さ：バソコン本体上面」 


バソコン本体上面 9 






パソコン本なち側面 



CD / DVD 取り出しボタン 


スーパーマルチドライブ 


(±) 


(イラストは機種やげ況により異なります) 


a . CD / DVD 取り出しボタン （••► P .39) 

ディスクをセツトしたり取り出したりずるときに押しま 
す。パソコンの電源び入っているとをに使えます。 


b . スーパーマルチドライブ （••► P .39) 

CD や DVD の読み出しや書を込みをしたり、宣楽 CD や 
DVD-VIDEO の再生をしたりできます。 


パソコン本体左側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次の マこュ アルをご覧<ださい。 
篡顕 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000280」で検索 

- 「各部の名称と働を：パソコン本体側面」^「パソコン本体左側面」 


10 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 
























パソコン本なち側面 



a . 

b . 

c . 

d . 

e . 

f . 

旨. 

h . 


デイーシー •f ン 

DC-IN コネクタ （=) 


列部ディスプレイコネクタ（回） 

USB コネクタ（上か日ポート1〜 2) 
(•^) 

マイク 端 テ （/) 

へッドホン 端子 （0) 

エクスフレスカード 

ExpressCard ス □ ツト （EO 


ダイレクトメモリース□ット 
ExpressCard 取り出しボタン 



a . DC-IN コネクタ 

添付の AC アダプタを接続するためのコネクタです。 

b . 巧部ディスプレイコネクタ 

別売のアナ□グディスプレイなど、外部ディスプレイを接 
続ずるためのコネクタです。 

C . USB コネクタ{上か6ポート 1 〜 2) 

US 巨マウス、デジタルカメラ、プリンタなどの US 巨規 
格の周辺機器を接続するためのコネクタでず。 

d . マイク端子 

市販のマイクを接続することびでさます（夕1■径3.已 mm の 
ミニプラグに対応)。 


e . へッドホン端子 

市販のへッドホンを接続することびできます（外径 
3.5mm のミニプラグに対応)。 

f . ExpressCard ス□ット 

ExpressCard を セッ トずるためのス □ッ トです。 

居.ダイレクトメモリース□ット （••► P .43) 

SD メモ IJ 一力ードをセットするためのス□ットです。 
miniSD カードや microSD 力ー ドなどは、アダフタを使 
用して < ださい。 

h . ExpressCard 巧り出しボタン 

ExpressCard を取り出すときに押します。 


パソコン本体ち側面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマニュアルをご覧ください。 
營園 


^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000280」で検索 

一「各部の名称と働さ：バソコン本体側面」一「バソコン本体ち側面」 


バソコン本体側面 11 


































各部のちがと働ま 


パソコン本体背面 



a . 资難防止巧□ック取 D けけ巧 

巿販の盗難防止巧ケーブルを接続することができます。 

b . LAN コネクタ 

インターネットやホームネットワークをするとを、別売の 
LAN ケープルを使って LAN に接続するためのコネクタで 
す。 

パソコン本体背面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は;欠のマこュアルをご覧<ださい。 
資顧 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000300」で検索 

-「各部の名称と働を：パソコン本体背面」 


C . US 己コネクタ（ポート 3) 

US 巨マウス、デジタルカメラ、フ U ンタなどの US 巨規 
格の周辺機器を接続するためのコネクタです。 


12 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 











a. 


b. 


c. 

d. 

b. 

e. 


排気孔 

吸気孔 

拡張 RAM モジュールス□ット 
ダストキヤツチヤー 


吸気孔 

内蔵バッテリパック 


(イラストは機種や状況により異なります) 


a . 排気 ; L 

パソコン本体内部の熱を外部に逃びすためのをのです。 

b . 吸気化 

空冷用ファンび空気を取り込むための巧でず。 

C . おお RAM モジユールス□ツト {••► P •呂 7) 

このパソコンの六モ U び取り付けられています。 


d . タストキャッチャー 

空冷用通風路に蓄積するほこりを取り除をやすくします。 

e . 巧蔵バッテ y 八ック （••► P .2 曰） 

内蔵〇ッテリパックび装着されていまず。 


パソコン本体下面の各部の名称と働をについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧ください。 
替關 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000250」で検索 

- r 各部の名称と働さ：パソコン本体下面」 


パソコン本体下面 13 























































•k. 半角/全角キー 


エスケーフ 

.a. Esc キー 


b. フアンクシヨンキー 

_I_ 

鬥 fiT 。 1 。が Ihlipni ろ， I た .‘电 可， 


エンター 

Enter キー 

バックスぺース 

e. Back Space 4^— 

デ u -卜 

d. Delete キー 

ニューメ y カルロック 

C . Num Lk キー 
テンキーになるキー 



Caps Lock 


窝巧 
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な Shift 
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-h. Fn キー 
■i. Shift キー 

キヤフスロック 

■j. Ca 日 sLock キ- 


! ai , I 冒||血 い，が-]! 

国一ー ド 4™] r 詞卜叫つ 

呂.カーソルキ —I 


(イラストは 機種 や状況により異なります） 


a . Esc キー 

現在の作業を取0消して、1つ前に行った作業に戻るとを 
などに使います。 

b - ファンクシヨンキー 

ソフトウエアごとにいろいろな機能が割り当てられます。 
青い刻印の機能は、画]を押しなびらそのキーを巧して使 
います。 

C . Num Lk キー 

晒而 m を巧ずと、テンキーモードになりまず。もラー度 
押すと解除されます。 

テンキーモードでは、イラストの「テンキーになるキー」 
部分びテンキー（数字を入力しやすい配列のキー）として 
使えるよラにな D ます。テンキーモードで入力される文字 
は、キーの前面に刻印されています。 

d . Delete キー 

カーソルのち側にある1文字を削除するとさに使います。 
また、選択されているファイルやアイコン、文字列を削除 
します。 

e . Back Space キー 

カーソルの左側にある1文字を削除するとをに使います。 


f . Enter キー 

入力した文字を確定するとをなどに使います。 

リターン（改行）キーとちいいまず。 

邑•力ーソルキー 

カーソルを上下左ちに移動するとさに使いまず。 

h . Fn キー 

この画)を押しなびら青い刻印のあるキーを押ずと、それ 
ぞれのキーに割り当てられた機能を使用することびでを 
ます。 

1. Sh げ t キー 

區丽 i を押しなびら文字キーを押すと、キーの上段に刻印 
されている文字や記号び入力でをます。 

j . C 曰 ps Lock キー 

悟 mj を巧しなびらを押すと、英大文字固定 
モードになります。もラ1度押すと解除されます。 

k - 半ち/全ちキー 

文字を入力するとをに、半角と全角を切り曽えます。全角 
にすると、日本語入力びでをます。 


その他のキーについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 

資圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000220」で検索 
一「各部の名称と働を：キーボード」 


14 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










































































































































































a •バッテリ巧電ランプ {•€□) 

パソコンに AC アダプタび接続されている場合に、バッテ 
I」の充電状態を表おします。 

b - バッテリ巧量ランプ{仁)） 

バッテ U の残量を表示しまず。 

C •八ードディスク / CD アクセスランプ {&) 

内蔵 A- ドディスクや CD、DVD にアクセスしていると 
をに点灯します。 

d . Num Lock (ニューメリカル□ック）ランプ（を]) 

キーボードびテンキーモードの時に点灯します。 

[Num Lk] キー ( 、 : >P.14) 


e . Caps Lock (キヤプス□ック）ランプ （ g ]) 

英大艾字固定モード（英字を大文字で入力ずる状態）のと 
をに点灯します。 

に aps Lock] キー （ ••►P.14) 

f . Scroll Lock (スク□-ル□ック）ランプ（固） 

画面をスク□ールしないよラに設定（スク□ール□ック） 
したときに点好します。 

e を巧しなびら 陋品顶 ]を巧して、スク□-ル□ックの設 
定と解除を切り替えます。 


状態表示 LED の各部の名称と働さについて、詳しい説明は次のマこュアルをご覧<ださい。 
養顧 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「000230」で検索 

- r 各部の名称と働を：状態表示 LED」 


状態表示 LED 15 
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1 電源を入れる/切る . 

2バッテ U で使う . 

3フラットポイントを使う . 

4 音量化過節すな . 

已液晶ディスプレイの明るさを調節する 
巨 CD / DVD を使ラ . 

7 メモ U - 力ードを使う . 

8 LAN (有線 LAN ) 機能を使う... 

9無線 LAN 機能を使ラ . 


パソコンの取り扱い 

最初に確認していたださたいことと、使用上の注意事項などを 
説明しています。 


8714已6368 
123333444 
















パソコンの巧 0 巧い 


I 電源を入れる/切る 

電源の入れ方と切り方はとてち重要です。正しい方法を覚えて<ださい。 


AC アダプタを接続する 


AC アダプタは差し込み口の形状をよく確認して、與までしっかりと差し込んでください。 

A 警告 

0 - 雷び鳴り出したとさは、落雷の可能性びな<なるまでパソコン本体やケーブル類に触れないで< 
ださい。ケーブル類の接続作業は、落雷の可能性びな<なるまで行わないで<ださい。 

落雷の可能性びある場含は、あ6かじめパソコン本体の電源を切り、その後電源コードをコンセ 
ントから巧を、ケーブル類を取り外しておいてください。 

落雷による感電、火災の原因となります。 

〇 -AC アダプタは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•火災の原因となります。また、パソコン本体び故障す 
る原因となります。 

P POINT 

AC アダプタは熱くなる場合びありまず 

パソコンの使用中は、 AC アダプタび熱くなることびありますが、異常ではありません。 

1 お晶ディスプレイを開をます。 

ラッチを押して□ックを外し、パソコン本体と液晶ディスプレイの両方に手を添えて開けてくだ 
さい。 


18 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 








2 AC アダプタを取り付けます。 

① AC アダプタに AC ケーブルを接続し、風パソコン本体の DC-IN [ディーシーイン]コネク 
夕に接続します。③その後、電源プラグをコンセントに接続します。 

正しく接続すると、状態表示に D [エルイーディー]のバッテ U 充電ランプ H つ）が点灯します。 




電源を入れる/切る 
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電源を入れる 


ここでは電源の入れ方のラち Windows を起動する方法を説明しています。 


が重要 

電源を入れるときの注意 

-電源を入れて本製品び起動するまでは、むやみにキーボードやフラットポイントに触らない 
でください。正常に起動でをなくなる場合びあります。 

-パソコンを長時間お使いになる場合は、バッテ U 切れによるデータ消失などを防ぐたが、必 
ず AC アダプタを取り付けてください。 


1 電源ボタン（む）を巧します。 



電源ランプび点灯し、画面に文字などび表示されます。 

■ Windows の□グオンパスワードを設定していない場含は、手順4に進んでくださし、 
■ Windows の□グオンパスワードを設定している場含は、手順2に進んでください。 

が重要 

電源ボタンは短く巧してください 

電源ボタンは、4秒政上押し続けるとパソコンの電源び切れてしまいます。データ 
が失われることちありますので、ごを意ください。 


20 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 









2 おほいのユーザーちをクリックします。 
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P POINT 

Windows が起動しない場合 

バッテ U 残量が少ないと電源を入れても Windows が起動しないことびあります。 
なの点を確認してください。 

- AC アダプタを取り付けているとを 
AC アダプタが正しく取り付けられているかを確認してください。 

「 AC アダプタを接続する」 （••► P .18) 

-バッテ U で使うとさ 

バッテ U の残量が充分にあるかを確認し、足りなければ AC アダプタを取り付けて 
<ださい。 

ULL の点を確認してち Windows び起動しない場含は、次のマニュアルをご覧くださ 
い。 


霞願 

D 『トラブル解ミ夫ガイド』 

一 「 Q & A 集」一「パソコンがおかしいときの曰 & A 集」一 r 起動/終了」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














電源を切る 


ここでは電源の切りちのうち Windows を終了するち法を説明しています。 

必ず、なの手順で Windows の終了処理を行ってください。 Windows の終了処理を行ラと、自動的 
に電源び切れます。 

このパソコンを使わないときは、 Windows を終了せずに「待機状態（ス U - プ)」にしておくことも 
でをます。ス U - プにする方法については、 r パソコンを待機状態にする/復帰させる」 （"► P ^ 己） 
をご覧ください。 

1 それまで巧っていた作業を終了します。 

ソフトウェアを起動している場合は、作業中のデータを保存し、ソフトウェアを終了します。例 
えばワープ□ソフトを使って文書を作成中の場合は、文書データを保をし、ワープ□ソフトを終 
了します。 

P POINT 

ソフトウェアを終了しなかった場合 

ソフトウェアを起動したままこれしソ降の操作を造めると、途中で作業中のデータをな 
存するか確認するメッセージが表示されることがあります。誤操作の原因となるの 
で、あらかじがデータを保存した媛、ソフトウェアを終了してください。 

A CD や DVD びセットされていた 5、 CD / DVD 取り出しボタンを巧して取 
0出します。 

PPOINTV 

CD や DVD を入れたままだと 

パソコンの電源を切ってしまラと、 CD や DVD は取り出せません。 

〇 @(スタート）をク y ックします。 



(これしソ降の画面は、機種や状況により異なります) 
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P POINT 

パソコンび動かなくなり操作できない場合 


パソコンが動かな < なり（フラットポイントやキーボードが操作でさないなど）、電 
源を切る操作びでさないとさは、次のマニュアルをご覧ください。 

養願 

D 『トラブル解ミ夫ガイド』 

一 「Q&A 集」一「パソコンがおかしいときの曰 &A 集」一 r 起動/終了」 
それでち電源び切れないとをは、パソコン本体前面の電源ボタンを 4 秒!;!上押して、 
強制的に電源を切ってください。 



5 r シャットダウン J をクリックします。 



しばらくすると Windows び終了し、パソコンの電源が自動的に切れます。 


24 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





















バソコン*巧はつちりガイド 
Windows DVD メーカー 
@ メニュ ー 

Windows Update 


八ソコンを待機が態にする/復帰させる 


このパソコンを使わないときは、パソコンの電源を切らずに待機状態にしておくと、なにパソコンを 
使ラときにすぐに使い始めることびでをます。 

待機状態にはス1」ープと体止状態びあります。ここでは、パソコンをス U —プにするち法と、ス1」一 
プから復帰するち法について説明します。 

P POINT 

巧の場合はパソコンの電源を切つてください 

-バソコンを長期間使わないとを 

-バソコンの動作び遅くなったり、正常に動作しなくなったとを 
上記のよラな場合はいったんバソコンの電源を切り、再度電源を入れ直してください。 

電源の切り方については、「電源を切る J (••► P .23) をご覧ください。 

パソコンをスリープする 

1 ® (スタート）一 E ■をク y ックします。 

バソコンびス U —プの状態になります。ス U —プ中は、電源ランプび点滅します。 




スリープか5復帰する 

I 電源ボタン（む）を巧します。 

パソコンがス U —プから復帰（レジューム）します。電源ボタンは4秒政上押し続けないで< 
ださい。パソコンの電源び切れてしまいます。 

戶 POINT 

ス U —プについて 

-パソコンの電源を切らずに、作業中のデータなどを><モリに保をして、パソコンを待機状態に 
することです。ス U —プ中は、メモ U に保存したデータなどを保持するために少しずつ電力を 
消費しています。ご購入時の設定では、ス U —プしてから一定時間経過するか、バッテ U の残 
量び少なくなると、データなどの保存先をメモ U から八ードディスクに切り替えて、パソコン 
の電源を切るよラになっています。 

-ス U —プにした媛、すぐに復帰（レジューム）しないでください。 

必ず10秒故上たってから復帰（レジューム）するよラにしてください。 

ス U —プや休止状態については、次のマニュアルちご覧ください。 

篡顧 

を J 『画面で見るマニュアル』 》 p 「000410」で検索 
-「省電力機能を使ラ」 



っンピュータ 
ネッ トつーゥ 

コント □-_» レノでネ J レ 


邏团なな 
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AC アダプタを取りかす 


パソコン本体を持ち運ぶとをや、周辺機器の取り付け-取り外しをするとさ、パソコンを長時間使わ 
ないとさは、必ず、 AC アダプタを取りかします。 

1 AC アダプタを取りかします。 

① AC ケーブルの電源プラグをコンセントから巧き、風 AC アダプタを DC - IN コネクタから取 
り外します。 



(イラストは機種やげ況により異な0ます) 


が重要 

パソコン使用中に AC アダプタを取りがず場合 

パソコンを使っている途中で AC アダプタを取り外し、バッテ U でパソコンを使う 
と对ま、バッテ U び充電されているか確認してください。特にご購入時にはバッテ 
U び充電されていない場合があるので、ごを意ください。 

AC アダプタを取りがした状態でのごま意 

パソコンは電源を切った状態でち少量の電力を消費しています。 そのため、 AC ア 
ダプタを取りがした状態ではバッテ U の残量び少しずつ減っていをます。 

長時間 AC アダプタを取り外していた場含は、お使いになる前に AC アダプタを接 
続してから電源を入れてください。バッテ U の残量を減らさないたがには、 AC ア 
ダプタを接続しておくか、長期間パソコンを使用しない場合には内蔵バッテ U を外 
して < ださい。 


ム 液晶ディスプレイを巧じます。 

液晶ディスプレイは静かに閉じてください。 


が重要 

液晶ディスプレイを閉じる場合 

-液晶ディスプレイは、ディスプレイの中央部に手を添えて、静かに閉じてくださ 
し、液晶ディスプレイに強い力び加わると、液晶ディスプレイび故障する原因と 
なることがあります。 

-液晶ディスプレイの間に文房具などを挟まないよラにしてください。 


26 ^ 01 マこュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 










バツテリで使うには 


このパソコンは、バッテ1」を使って動作させることびでをます。 

ここでは、バッテ1」の充電ち法やバッテ1」でパソコンを使5方法について説明しています。 



巧電してバッテリで使う 


1 パソコンに AC アダプタを接続します。 

AC アダプタを接続すると充電が始まり、バッテ U 充電ランプがオレンジ色に点なします。 
バッテ U 充電ランプ（てコ）は、次のように表示されます。 


グ U —ン点灯 

充電終了 

オレンジ点灯 

充電中 


ム パッテリ巧電ランプびグリーン点!灯に巧わったことを確認し、 AC アダプ 
夕を取りかします。 


3 電源ボタンを巧します。 


が重要 

バッテリ異常の表示 

-バッテ U 温度アラームの表示（パ‘ッテ U 充電ランプ） 

バッテ U 充電ランプのオレンジ点滅は、内蔵バッテ U パックび熱を持って温度が高くなった 
り、；令やされて温度び低<なったとさに、バッテ U の保護機能が働いて充電を停止している 
ことを表しています。しばらくして内蔵バッテ U パックの温度び平常に戻ると、オレンジ点 
口になり充電を再開します。 
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パツテリの巧量を巧認する 


バッテ1」残量は、電源び入っているとさや充電中に、状態表示 LED のバッテ U 残量ランプで確認でを 
ます。 


■パッテリの残量ランプ （□) は、巧のように表示されます 

パソコンが動作状態またはバッテ U 充電中のとさは点灯し、ス U —プのとさは点滅します。 


グ U —ン点灯 

バッテ U 残量10日〜日〇〇/〇 

オレンジ点灯 

バッテ U 残量4日〜13〇/〇 

レツド点灯 

バッテ U 残量12%故下 

オレンジ点滅 

バッテ U 残量計測中（内蔵バッテ U パック装着後4秒間） 

レツド点滅 

バッテ U 異常時 

消灯 

バッテ U 未接続時 


が重要 

バッテリの異常の表示 

-バッテ U 異常の表示（バッテ U 残量ランプ） 

バッテ U 残量ランプび、早い間隔でレッド点滅する場含は、バッテ U び正しく充電でさない 
ことをします。 

LOW [I □ウ]バッテリ状態 

バッテ U び LOW バッテ U 状態になると、状態表示に D のバッテ U 残量ランプびレッド点灯/ 
点滅します。すみやかに AC アダプタを接続して、バッテ U を充電してください。 

バッテ U については、次のマこュアルをご覧ください。 

養願 

▼ バッテリのま意事項について 

▼ バッテリの異常表示がされた場合 

^『画面で見るマニュアル』「000已日0」で検索 

一 r バッテ U で使う」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 












内蔵パッテ u パックを交換する 


バッテ1」を長期間使用すると充電する能力びほ下するため、バッテ1」稼働時間び短くな D ます。稼働 
時間び極端に短くなってをたら、新しいバッテ U に交換してください。 

使用でをるバッテ U については、なのマニュアルをご覧ください。 

營圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000已巨0」で検索 

一「内蔵バッテ U バックを交換する」一 r お要なちのを用意する」 

A 警告 

A -バッテ U パックの交換を行ラ場合は、パソコン本体の電源を必ず切り AC アダプタを取り外して 
ください。また、バソコン本体やバッテ1」バックのコネクタに触れないでください。 

感電や故障の原因となります。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取りかします。 

ム 液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

液晶ディスプレイを閉じる場合は、文房具などを挟まないよラにして静かに閉じてください。 

〇 ツメをち巧の方向に巧しなび百、内蔵バッテリルックを斜め上に持ち上げ 
て取りかします。 

内蔵バッテ U パックびコネクタから外れます。 


内蔵バッテリパック ツメ 
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4 新しい内蔵パッテリパックを取り付けます。 

新しい内蔵バッテ U パックを斜め上から差し込み、ツメがカチッと音がするまでしっかりはがこ 
みます。 


巧蔵バッテリパック ツメ 



貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



パソコンの巧 0 巧い 



フラットポイントにごいて 



フラットポイントは、指先の操作でマウスポインタを動かすことのでをる便利なポインティングデバ 
イスで、操作面とその手前にある2つのボタンで構成されています。 

操作面は、マウスでいえばボール部分の機能を持ち、指先で上下左ちになぞることにより、画面上の 
マウスポインタを移動させます。 

左ちのボタンは、それぞれマウスの左ちのボタンに相当し、その機能はソフトウェアにより異なりま 
す。 



ちボタン 


(イラストは機種や状況により異なります) 


P POINT 

フラットポイントをお使いになるときは、次の点にごを意ください 

-フラットポイントは操作面表面の結露、湿気などにより誤動作することびあります。また、濡 
れた手や汗をかいた手でお使いになった場合、あるいは操作面の表面び巧れている場合は、マ 
ウスポインタび正常に動作しないことびあります。電源を切ってから、薄めた中性洗剤を含ま 
せた柔らかい巧でミちれを a さ取ってください。 

USB [ユーエスビ ー] マウスを使巧ずることちできまず 

貸閣 

▼ マウスの接続ち法について 

を)『画面で見るマニュアル』 》 P 「000680」で検索 
- 「マウスを接続する」 
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フラツトポイントの使い方 


■ク y ック/タップ 


■ダブルクリツク/ダブルタップ 


左ボタンをカチッと1回押して、すぐ離すか、 
操作面を1回タップ(置くたたく）することです。 
また、ちボタンを1回カチッと押すことを「ち 
クリック」といいます。 



にれ li (降のイラストは機種やげ況により異なります) 


左ボタンをカチカチッと2回素早く押して、す 
ぐ離すか、操作面を2回連続してタップするこ 
とです。 



■ポイント 

マウスポインタをメニューなどに合わせることです。ポイントすると、項目び反転表示されたり、項 
目の説明び表示されます。また、ポイントしたメニューの下にサブメニューびある場合（メニューの 
ち端に ► び表示されています)、サフメニューび表示されます。 


表示が） ► 

並べ有え仰 ► 

居巧の信巧に S 巧 (E) 

おり巧け (P) 

シヨートカ’ j 卜ごおり巧け 【S) 

元に g す- 9玲 (U) Ctrl+Z 


巧淀け巧 (W) . ► 

h €人を壬(の 

, フマ, W 巧 

五シ3—トカゲト (S) 


こビットマッブイゾージ 
因ま巧ち 

^ Journal ドキュメント 

リッチテキストドキュイント 

Q テキストドキュメシト 

1圧巧 （zip お式）フブ川ぶ 

6ブ IJ- フヶ-ス 


■ドラッグ 

左ボタンを押しなびら希望の位置まで操作面をなぞり、指を離します。 

左ボタンを使わない場合は、操作面を素早く 2回タップし、2回目のタップのとさに指を操作面上か 
ら離さないで、希望の位置まで操作面をなぞり、指を離します。 


または 


フラットポイントについては、なのマニュアルちご覧ください。 
▼ フラットポイントについて 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000日40」で検索 

一「フラットポイントを使う J 




32 ^ 胃#：争; f ァうレ0113苦マ ニ ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 











指が操作面の端までをた 6 

いったん操作面から指を離して、ちラー度別の位置からなぞってください。指を離してちマウスポインタ 
は動さません。 



指を離している間はマウス 
ポインタは動をません。 


ラまくクリックできない場を 

なるべくボタンの中央部分を押すよラにしてください。また、ボタンを押すとをや離すとさに、 b の位置 
びずれないよラに、気を付けてください。 
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4 


パソコンの巧 0 巧い 


音量を調節ずる 


スピーカーやへッドホンの音量は、キーボードなどで調節でさます。 

が重要 

音量の調節について 

スピーカーび故障する原因となる場合びあるので、音量はスピーカーから聞こえる音びひずま 
ない範囲に設定-調整してください。 

I キーボードで、適切な音量に調節します。 

■音量をルさくしたい場合 

(岡]を巧しなびら、厕を巧します。 

■音量を大を< したい場合 

pH を巧しなびら、匹 i を巧します。 

■音を消したい場合 

隔11を巧しなびら、怔1を巧します。 

ちラー度 ( U を巧しなびら旺 i を巧すと、画面下部に現在の音量を示すインジケータび表示 
され、音び出るようになります。 

返 U]ll] 刪り"刪】 I "出刚祖 
曰おル ^-5^音里大 


通知巧域の邸)で音量を調節ずる 

通知領域のアイコンでち調節でをます。その他、音量調節については、次のマニュアルをご覧ください。 

資閣 

@『画面で見るマニュアル』 » p 「000190」で検索 
-> 「音量を調節する」 


34 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


液晶ディスプレイの明るをを調節ずる 


キーボードで画面の明るさを、8段階に変更でさます。 

I 巧るをを設定します。 

■明るくする場合 
@を押しなびら國]を押す 
■暗<する場合 
0を押しなびら g を押す 

画面下部に明るさを示すインジケータび表示されます。 


ik U □ □ □ a ] a G m 


暗い < - み 明るい 



P POINT 

ラま <調節でさない場合 

パソコンを再起動したり、ス U —プか6レジュームしたり、 AC アダプタの取り付けや取り外しを 
行った直後は、キーボードで明るさを変更してち有効にならないことびあります。しばらくして 
から、変更してください。 


明るさの設定について 

-キーボードで画面の明るさを設定してち、パソコンを再起動したり、ス U —プや休止状態から復帰した 
り、 AC アダプタの取り付けや取り外しを行った直後は、変更前の明るさに戻ります。 

-ご購入時は、 AC アダプタを接続している場合は明るく、バッテ U で使っている場合は少し暗くなるよ 
うに設定されています。 

-明るさの設定は、 AC アダプタを接続している場含と、バッテ U で使っている場合とで別々に変更でを 
ます。 

明るさの設定については、次のマニュアルちご覧ください。 

篡閣 

呜『画面で見るマニュアル』》 P 「000180」で検索 
一「液晶ディスプレイの明るさを変更ずる」 
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このパソコンでほえるデイスク/ほえないディスク 


使えるディスク 


このパソコンでお使いになることのでをるディスクは、なのとおりです。 



種別 

読みかたの例 

CD 

CD-ROM 

シーディー□ム 


CD-DA (音楽 CD ) 

シーディーディーエー 


フオト CD 

フォトシーディー 


ビデオ CD 

ビデオシーディー 


CD-R 

シーディーアール 


CD-RW 

シーディーアールダブル 
シーディー U ライタブル 

DVD 

DVD-ROM 

ディーブイディー□ム 


DVD-VIDEO 

ディーブイディービデオ 


DVD+R 

ディーブイディープラスアール 


DVD+RW 

ディーブイディープラスアールダブル 


DVD+R DL 

ディーブイディーフラスアールダブルレイヤー 


DVD-R 

ディーブイディーアール 

ディーブイディーマイナスアール 


DVD-RW 

ディーブイディーアールダブル 
ディーブイディーマイナスアールダブル 


DVD-R DL 

ディーブイディーアールダブルレイヤー 
ディーブイディーマイナスアールダブルレイヤー 


DVD-RAM C ミお 

ディーブイディーラム 


を：ディスクはお使いになる前に，フォーマツトび必要でず。 


36 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 

























推奨ディスク 


なのデイスクの使巧を推奨します。 


下記し i (外のディスクをお使いの場含は、書を込み/書を換え速度が低下することがあります。また、下 
記し义外の DVD - RW または DVD + RW をお使いの場创ま、書き込みが正常に行えない場をや、再生で 
さない場含があります。 



なお、富±通サプライ品は、富±通コワーコ株式舎社の取り扱い品です。 
お問い合わせ先 

富±通コワーコ株式尝社お客様総合センター 
電言舌： 01 20- 己0己-27吕 

受付時間：目;日〇〜17:30 (± •曰-祝曰-年末年始除く） 

URL : http://jp.fujitsu.com/coworco/ 

• CD-R 

太陽言秀電： CDR - 扫 OWTY 、 CDR - 扫 OWPY 

• CD-RW 

富±通サプライ品： CD - RW 74/0241410 

王菱化学 ディア： SW 74 日 U 1、 SW 74 EU 1、 SW 80 QUK SW 80 EU 1 

• DVD-R 

太陽誘電： DR -47 WTY 、 DFi -47 TY 

• DVD-R DL 

三菱イヒ学メディア： DHR 8 已 YPl 、 DHR 8 已 HI 

• DVD-RW 

日本ビクター： VD - W 47 H 

• DVD-RAM 

松下電器 ： LM - HC 47 M (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 

LM - HB 47 MA (4.7 G 目、力ートリツジ有、取り出し巧） 
LM - HB 94 M (日. 4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 

日立マクセル： DRM 47 PWC . S 1 P A (4.7 G 目、カート U ツジ無） 

DRMCg 4 C.lP (9.4 G 目、カート U ツジ有、取り出し巧） 
DRM 120 C .1 P A (4.7 G 目、力ート U ツジ無） 
DRMC 240 C .1 P (日. 4 G 目、力ート U ツジ有、取り出し巧） 

• DVD+R 

王菱化学メディア： DTR 47 JP 
太陽誘電： DR +47 WTY 

• DVD+R DL 

王菱イヒ学 ディア： DTR 8 已 H 1、 DTR 8 已 NP 1 

• DVD+RW 

リコー: D 4 RWD - S 1 CW 、 D 8 RWD - S 1 CW 
王菱化学メディア： DTW 47 U 1 
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巧えないディスク 


なのディスクはお使いにならないでください。 

• 円形しツがの異形ディスク（星型やカード型などの変おディスク） 

このバソコンは円おのディスクのみお使いになれます。 

円お!;■(外の異おディスクをお使いになると故障する場合びあります。 

異おディスクをお使いになり故障した場合は巧証の対象がとなります。 

• 規格外の厚さの DVD 媒体 

DVD 規格では媒体の厚さを1.14 mm 〜1.已 mm と規定しています。 

記録面び薄い媒体など、一部でちこの範囲外の厚さになっている媒体をお使いになると故障する場合び 
あります。 

規格がの DVD 媒体をお使いになり故障した場合は保証の対象外となります。 

• 傷またはヒビの入ったディスク 

傷またはヒビの入ったディスクをお使いになるとドライブ内部で破損する場合びあります。 

• 力ート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD-RAM ( Typel ) 

DVD - RAM は、カート U ツジ無しタイプ、またはカート1」ツジからディスクび取り出せるタイプをお使 
いください。なお、カート U ツジに入れた状態で使用するタイプの DVD - RAM を、カート U ツジから無 
理に取り出して使わないでください。 


營圃 

▼ このパソコンで使えるディスク/使えないディスクについて 
^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000050」で検索 

- 「使えるディスクと対応ソフトウェア」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



ディスクをパソコンにセツトする/取り出す 


ここでは、ディスクをパソコンにセツト/取り出しをする方法について説明しています。 



ディスクをセットする 


A を意 


A - ディスクをセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 
けがの原因となることがあります。 


が重要 


ディスクをセットずる場合 

- CD や DVD に頻繁にアクセスしたり、 DVD - VIDE 日を再生したり、 CD や DVD に書さ込 
み、書さ換えをしたりする場含は、パソコン本体に AC アダプタを取り付けることをお勧め 
します。 

パソコン本体に AC アダプタを取り付ける方法については、 「 AC アダプタを接続する」 
(••► P .18) をご覧ください。 

-ディスクをセットするとさは、トレー中央の突起にディスクの巧を含わせ、パチッと音びす 
るまでしっかりとはめ込んでください。 

をちんとはめ込まないと、ディスクびドライブ内部でがれて、トレーやドライブの内部、お 
よびディスクを破損する原因となることがあります。 

ディスクを再生ずる場合 

ディスクはデータの読み出しなどの隙に高速回転するため、使用時には振動や風切音びするこ 
とびお0ます。 

1 CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

トレーが少し飛び出します。 

電源が切れている場合は、電源を入れてから CD / DVD 取り出しボタンを押してくださし、。 
状態表示に D の&び点滅中に CD / DVD 取り出しボタンを押してちかまいません。 



CD / DVD 取り出しボタン 

(これ扮降のイラストは 機種 や状況により異なります) 
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2 トレーを静かに引を出します。 



3 トレーをちえなび己、ディスクをセットします。 

ディスクのレーベル面を上に（両面タイプの DVD - RAM の場含は、データの読み取り/書さ込 
みを行ラ面を下に）して、トレー中央の突起にディスクの巧を合わせ、パチッと音がするまで 
しっかりとはが込んでください。 



4 トレーを静かに巧し込みます。 

ディスクをセットしてから、パソコンで使えるようになるまで、約10秒かかります。 



厚^ ュ S ァう k 0^^ 品^- ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





PPOINT. 

r 自動再生」ウィンドウが表示された場合 


@をク U ックします。 

巨動きを 


I 句 NOH 


DVD RW ドライブ （ E :) Audio CD 


图才ーデイオ CD に巧しては萬に巧の動作を巧う： 
才ーデイオ CD のオプション 


i オーディオ CD の再を 
f -Windows Media PI が er ほ用 


i 


CD から音装を巧りをむ 
-Windows Med 。 Play がほ用 


オーディオ CD の再生 
-Windows Media Center ほ用 


全巧のオプション 

フォルタを閉いて六イルを表示 
, - I クス7□-ラほ用 

つ VhD-JU；f ネルで自お巧ホの四す 3 : 


個面は状況により異なります） 



ディスクを取り出す 


A 注意 

A - ディスクをセットまたは取り出す場合は、トレーに指などを入れないでください。 

けびの原因となることびあります。 

1 ディスクを利用しているソフトウエアびあれば按了します。 

Z CD / DVD 取り出しボタンを押します。 

トレーびかし飛び出します。 

電源が切れている場合は、電源を入れてから CD / DVD 取り出しボタンを押してくださし'»。 
状態表示に D の^び点滅中に CD / DVD 取り出しボタンを押してちかまいません。 

3 トレーを静かに引を出します。 




CD/DVD を使5 41 











4 トレーを手でまえなび己ディスクを取り出します。 

トレー中央の突起を押さえながら、ディスクがパソコン本体にぶつからないよラに、ディスクの 
ふちを持ち上げてください。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


5 トレーを静かに巧し込みます。 

ディスクび取り出せなくなつた場合は、なのマニュアルをご覧ください。 

替圃 

^『画面で見るマニュアル』 》P 「0000已2」で検索 

一「ディスクをバソコンにセツトする/取り出す」一 「 CD / DVD び取り出せなくなったら」 


このパソコンでで宝ることのご紹巧 

画面で見るマニュアルでは、巧のよラなことを説明しています。 

この他にち様々な機能びありますので、画面で見るマニュアルをご覧ください。 

資園 

▼ DVD を見る 

▼ CD や DVD にデータをな巧ずる 

▼ CD に音楽を保存ずる 

を)『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴ U 別)」一 rCD-DVD」 

▼音楽 C □を聴く 
&『画面で見るマニュアル』 

一「8.添付ソフトウェアー覧（カテゴ U 別)」一「音楽•音寅」一「バソコンで音楽を楽しむ」 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
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パソコンの巧目巧い 


メモリーカードを®う 


ここでは、このパソコンでお使いになれるメモ U —カードの種類や、メモ U —カードのセツ 
卜ち法、および取り出しち法について説明しています。 

SD メモ U —力ードのことを、メモ U —力ードと呼んでいます。 



メモリーカードをおほいになる上でのごミち意 


メモ U —力ードをお使いになるとをは、なの点にごま意ください。 

• miniSD 力ードや microSD 力ードをお使いの場合は、アダプタび必要になります。 
miniSD カードや microSD カードをお使いの場合は、必ずアダプタにセットしてからお使いくだ 
さい。そのまま挿入すると、メモ U —カードび取り出せなくなります。 

また、メモ U —カードを取り出す場合は、必ずアダプタにセットしたまま取り出してください。ア 
ダプタだけをダイレクトメモ U —ス□ットに残すと、故障の原因となります。 



• min 旧 D カードのアダプタには、裏面の中央部から端テび露出している製品びありますび、この夕 
イプのアダプタは使用しないでください。ダイレクトメモ U —ス□ット内部の端子び接触し、故障 
の原因となる場合びあります。 

miniSD カードのアダプタは、裏面中央部から端子び露出していない製品をご利用ください。 


X 

が皿 □日 面 

〇 

[P 皿□皿 日 

し 

qdqd 

ddddd I 

入 

) 

1 


端子が露出している 
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ほえるメモリーカード 


ダイレクトメモ U —ス□ットは、デジタルカメラなどに使われているメモ U —カードに直接データを 
読み書をするためのス□ットです。 

ダイレクトメモ U —ス□ットが対応しているメモ U —カードは;欠のとおりです。 




- SD><fU —カード 

5ニエスデイー 

- min 陌 D カード 

マイク□エスデイー 

- microSD カード 

エスデイーエイチシー 

- SDHC 力ード 


P POINT 

メモリーカードについて 

-すべての><モリーカードの動作を保証するちのではありません。 

-マルチメディアカード、セキュアマルチ X ディアカードには対応していません。 

-著作権保護機能 (CPRM [シーピーアールエム])には対応していません。 

- 2 G 目を超える SD >< fU - 力ードには対応していません。 2 G 目を超える場合は、 SDHC カー 
ドをお使いください。 

- SDIO カードには対応していません。 


メモリーカードをセツトする/取り出す 


A 注意 

A - ><モリーカードをセツトまたは取り出す場合は、ダイレクトメモ U —ス□ットに指などを入れな 
いで <ださい。 

けがの原因となることがあります。 


が重要 

メモリーカードをお使いになるときは、次の点にごま意ください 

-メモ U —カードや記録されているデータの取り扱いについては、メモ U —カードや周辺機器 
のマニュアルをご覧ください。 

- ><モリ ー カードをデジタルカラなどで使っている場含は、お使いの機器でフ オー マットし 
てください。 Windows でフ オー マットすると、デジタルカラなどでメモ U —カードが使 
えなくなります。デジタルカラなどでのフ オー マットの方法については、お使いの機器の 
マニュアルをご覧ください。 


44 ^ 01 っ-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 













P POINT 

メモリーカードをセットずる手順の動画を見ることげでさます 

ヴポートぺージ （ http :// azby . fmwc ) rld . net / support /) で、><モリーカードをセットする手順 
の動画びご覧になれます。 

メモ U — 力ードをセットする 

1 メモ y — 力ードをダイレクトメモリースロットにセットします。 

製品名のある面を上にして、奧までしつかりと差し込んでください。 



※製品名のある面を上側にして、まっすぐにセツトします。 



(イラストは機種や状況により異なります) 


メモリーカードを取り出す 


1 ® (スタート）一 r コンピュータ J をク y ックします。 

「コンピュータ」ウインドウび表示されます。 

ム r コンピュータ J ウインドウで、 SD メモリーカードのアイコン上でちク 
y ックします。 

3 表示されるメニューか5 r 取り出し J をクリックします。 


4 


アイコンの表示び rSD CardJ か百巧〇 Socket ! にをわった百、メ 
モリーカードをパソコンか5取り出します。 



SD Card ( E :) 



(イラストは状況により異なります) 


メモ U —カードを一度押すと、少し飛び出します。 

飛び出した><モ U - 力ー ドを引を抜をます。 

メモ U —カードについて詳しくは次のマこュアルをご覧ください。 

篡關 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「000700」で検索 

一「方モ U —カードを使ラ」 


メモリーカードを使ラ 45 






パソコンの巧 0 巧い 


8 


LAN (有線 LAN ) 機能を®う 


LAN [ラン](有線 LAN) 機能を使うための、 LAN コネクタについて説明します。 
ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの LAN 機能 


このパソコンでは、なのちのび標準で準備されています。 

• LAN コネクタ (LAN ケーブル用） 

100 BASE-TX [ベーステイーエツクス] /10 BASE-T [ベーステイー]準拠 


インターネツトをほラとをの接続例 


なのイラストは、パソコンとブロードバンドモデムを LAN ケーブルで接続している一例です。ネット 
ワークのお態によって使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったものをご購入ください。 



ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

貸圃 

^『画面で見るマニュアル 』 》P r 39001 0 J で検索 
一「ネットワークの種類やしくみ」 


46 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









LAN (ち線 LAN ) をお使いになる場合 


LAN (有線 LAN ) をお使いになる場合に必要なものなどを説明します。 

ここでは、フロードバンドインターネットにパソコンを接続する例を説明します。 

化要ならのを用意する 

このパソコンの他に、なのちのび必要です。 

• ブロードバンドモデム 

ADSL [エーディーエスエル]モデム、ケーブルモデムなど、インターネットの回線や、プ□バイダに 
より異なります。 

• J レー ッ — 

異なるネットワーク間の中継点に設置して、ネットワークの中を流れるデータををちんと目的の場巧（バ 
ソコンやプ U ンタなど）に届けるための機器。一般的には、 LAN とが部のネットワーク（インターネッ 
卜）を結ぶために使われます。 

複数台のバソコンを接続する場合は化要です。ブ□ー ドバンドモデムに搭載されている場合ちあります。 
• 八ブ 

ネットワーク上でケーブルを中継するための機器。 

複数台のバソコンを接続する場合に化要です。ルーターに搭載されている場合ちあります。 

• LAN ケーブル（ストレートタイプ） 

お使いになるネットワークのスピードに合ったちのび化要です。接続するネットワーク機器のマニユア 
ルをご覧になり、化要なちのをご用意ください。 



LAN を巧うための設定 


LAN をお使いになるためには、必要な機器を LAN ケーフルで接続し、ネットワークの設定を行いま 
す。インターネットに接続する場合は、プロバイダより提供されるマニュアルに従って、機器の設定 
をして < ださい。 


接続、設定のち法については、なのマニュアルでち説明しています。 

資圃 

^『画面で見るマニュアル』 》 P 「000100」で検索 

— 「 LAN を使う」 


LAN (有線 LAN ) 機能を使ラ 47 





パソコンの巧 0 巧い 


無線 LAN 機能を巧う 


無線 LAN [ラン]機能について説明します。 

ここでは、をにインターネットに接続する場合を例に説明します。 


このパソコンの無線 LAN 機能 

無線 LAN 搭載機種の場合、なの規格の無線 LAN ( Wi - Fi ® [ワイフアイ]準拠）び搭載されています。 


お使いの機種 

IEEE 802.1 la 

IEEE 802.1 lb 

IEEE 802.1 Ig 

IEEE 802.1 1 n 
ドラフト 

NF 40 Y , 





NF 40 YN で無線 LAN を 
選択した場合 


O 

O 



インターネツトをほラとをの接続例 


なのイラストは、ブロードバンドインターネットと接続している一例です。ネットワークのお態によっ 
て使用する機器び異なりますので、ネットワークに合ったちのをご購入ください。 

インターネット ADSL モデムやケーブルモデムなどの 

ブ□-ドバンドモデム 


勢 

お線 LAN アクセスポイント 

無線 LAN でインターネットに接続するには、無線 LAN アクセスポイントを利用する「インフラスト 
ラクチャ通信」といラち式で通信します。 

ブ□-ドバンドモデムに電波を送受信する無線 LAN アクセスポイントを接続し、無線 LAN アクセス 
ポイントとパソコンの間を、 LAN ケーフルの代わりに電波で送受信します。 

ネットワークの種類やしくみについては、なのマニュアルをご覧ください。 

營圃 

^ r 画面で見るマニュアル』 》p 「3曰0010」で検索 

一「ネットワークの種類やしくみ」 




48 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 
















無線 LAN をおほいになる場合 


化要ならのを用意する 

無線 LAN を使5ためには、このパソコンの他になのちのび必要です。 

• 無線 LAN アクセスポイント 

LAN ケーブルを使用する巧わりに、電波を利用して情報のやり取りを行ラ無線 LAN では、 r 無線 LAN 
アクセスポイント」と呼ばれる機器び化要となります。無線 LAN アクセスポイントにはちに巧のものび 
あります。 

-ワイヤレス LAN ステーション 
-ワイヤレスブ□ー ドバンドルーター 



巧線 LAN を使うための設定 


無線 LAN を使うには、無線 LAN アクセスポイントとパソコンの設定を行います。 

初めて設定する場合は、使用するネットワークの情報やデータの暗号化などを、無線 LAN アクセスポ 
イントとパソコンの両方に設定します。 

すでにネットワークで使われている無線 LAN アクセスポイントに接続する場合は、無線 LAN アクセ 
スポイントと同じ設定になるように、パソコンを設定します。 


無線 LAN については、なのマニュアルをご覧ください。 

營圃 

▼ 巧めてインターネットに接続する 
Q 『スタートガイド2セットアップ編』 

- 「インターネットを始めるための準備」 

▼ 無線 LAN の設定 

^『画面で見るマニュアル』 》 p 「001000」で検索 
一「無線 LAN を使ラ」 

▼ 別売の無線 LAN カードなどを使ラ 
^『画面で見るマニュアル』 》 P 「001020」で検索 

- 「別売の無線 LAN アダプタを使ラ」 


無線 LAN 機能を使5 49 
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__ 第 3 章 

周远機巧の設置/設定/増設 

周辺機器の使用上の注意やメモ1」の増やし方などを説明してい 
ます。目的に合わせてお読みください。 


1周辺機器をお使いになる場合 
2 メモ U の増設/交換 . 


已2 
已已 










周巧な巧#の設置/醜/増設 


I 周逆機巧をお使いになる場合 

ここでは、周辺機器をお使いになる場合に知っておいていただきたいことについて説明しま 
す。 


A 言口. 

A •周辺機器の取り付け/取りがしを行ラとをは、本製品や周辺機器の電源を切った状態で行って< 
^ ださい。 

AC アダプタや電源コードびコンセントにつなびっている場合は、それらをコンセントから抜い 
て < ださい。 

感電の原因となります。 

〇 •周辺機器のケーブルは、このマニュアルをよく読み、正しく接続してください。 

誤った接続状態でお使いになると、感電•义巧の原因となります。また、バソコン本体および周 
辺機器び故障する原因となります。 


周辺機器とは？ 


USB マウス、プリンタ、デジタルカメラ、メモ U などの装置のことです。パソコンの各種コネクタに 
接続したり、パソコン本体内部に取り付けたりして、パソコンの機能を化張したり、処理速度を高め 
た0でをます。 


周辺機器を取り付けると 


メモ U を取り付けてバソコンの処理能力を上げたり、プ1」ンタを接続して印刷したりなど、パソコン 
ででをることびさらに広びります。 

また、デジタルカメラで撮影した画像をパソコンに取り込んで 、 E メールに添付したりでをます。 


52 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 










周辺機器を取り付けるには 


周辺機器の取り付け方について、本マニュアル内では、「メモ1」の増設/交換」 （••► P . 已已）について 
記載しています。また、画面で見るマニュアルでち、紹介しています。 

お使いになる周辺機器のマニュアルとあわせてご覽ください。 


資圃 

^『画面で見るマニュアル』 

一「已.バソコン本体の取り扱い」 

r 画面で見るマニュアル J で調べる 

I 表巧をれる画面の中か百取り付けたい周辺機器をクリックします。 

例えば、プ U ンタを接続する場合は、「6.周辺機器の接続」一「プ U ンタを接続する」をクリツ 
クします。 




PPOINT 

手順の中に「動画を見る」といラボタンびあるとを 

ボタンをク U ックすると、インターネットに接続して手順の動画をご覧いただけま 
す。このとき、 FMV ユーヴー登録で発行された「ユーヴー登録番号」と r パスワー 
ド」が必要です。ユーヴー登録については、 c 『サポート&サービスのご案内』をご覧 
<ださい。 


周辺機器をお使いになる場合 53 





















周辺機器の取り巧い上のを意 


周辺機器を取り付けるとをは、次のことに注意して<ださい。 

-间辺機器によっては設定作業が必要でず 

パソコンの周辺機器の中には、接続するだけでは正しく使えないちのびあります。このような機器は、接 
続した後で設定作業を行ラ必要があります。例えば、プ U ンタを使ラには、取り付けた後に「ドライバ 
のインストール」といラ作業び必要です。周辺機器の接続は、このマニュアルをよくご覧になり、正し 
く行ってください。 

• ドライバなどがフ□ッピーディスクで添付をれている場合 

周辺機器によっては、添付のドライバなどびフ□ッピーディスクで提供されているちのびあります。才 
プシヨンの FDD ユニット （USB) をご購入になり、接続した上でドライバをインストールしてください。 

• マニュアルをご覽<だをい 

ケーブル類を接続する場含は、次のマニュアルをご覧になり、接続時に間違いがないよラにしてくださ 
い。 


篡顧 

▼ ケーブル類を接続する場合 
^『画面で見るマニュアル』 

- [6. 周辺機器の接続」 

誤った接続状態で使用すると、このパソコンおよび周辺機器び故障する原因となることがあります。 

また、 r 画面で見るマニュアル」で説明している周辺機器の取り付け方法は一例です。 r 画面で見るマニュ 
アル」とあわせて周辺機器のマニュアルち必ずご覧ください。 

• 純正品をお使い<ださい 

弊社純正の周辺機器については、販売店にお問い合わせになるか、富±通ショッピングサイト rwEB 
MART (ウェブマー ト）」 (http://www.fujitsu-webmart.com/) をご覧ください。 

他社製品につをましては、このパソコンで正し<動作するかどラか、保証いたしかねます。他社製品を 
お使いになる場含は、製造元の一力一にお問い合わせくださいますよラお願いいたします。 

- ACPI [エーシーピーアイ]に巧応した周辺機器をお使いくだをい 

このパソコンは ACPI モー ドに設定されています。 AC 円モー ドに対応していない周辺機器をお使いの場 
含、省電力機能などび正し<動作しない場含びあ0ます。 

-周辺機器の電源は、パソコンの電源を入れる前に入れて<ださい 

電源を入れて使ラ周辺機器を取り付けた場含は、周辺機器の電源を入れてからパソコンの電源を入れて 
ください。また、周辺機器の電源を切ると去は、パソコンの電源を切ってから周辺機器の電源を切って 
ください。 


が重要 

周辺機器を取り付ける場合 

-コネクタに周辺機器を取り付ける場合は、コネクタの向をを確認し、まっすぐ接続してくだ 
さい。 

-複数の周辺機器を取り付ける場合は、1つずつ取り付けて設定を行ってください。 


54 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 








パソコンに取り付けられるメモ U を増やすことによって、パソコンの処理能力などを上げる 
ことびでさます。ここでは、メモ U を増やすち法について説明します。 


が要なをのを用意する 


■メモリ（拡張 RAM [ラム]モジユール） 

FMVNM 已 1 J 4 (已 12 MB )、 FMVNM 1 GJ 4 (1 GB ) のメモ U び取り付けられます。 



■プラスのドライパー（ドライパーサイズ：1ま） 

このパソコンのネジを取り外すとさに使います。ネジの頭をつぶさないよラに、ネジのサイズ （M2 .己) 
に合ったものをお使いください。他のドライバーを使5と、ネジの頭をつぶすおそれびあります。 


メモリの組み合わせ表 


なの表で、メモ U の容量とメモ U スロットの組み合わせを確認してください。 

なの表(かの組み合わせにすると、パソコンび正常に動作しない場合びあります。 

なお、組み合わせによってはあらかじめ取り付けられているメモ U を交換したり、取りがしたりする 
必要びあります。 

■ご購入時のメモリの組み合わせ 


お使いの機種 

総容量 

ス□ット1 

ス□ット2 

NF 40 Y . NF 40 YN (1 GB を選択） 

1 GB 

已 12 M 目 

已 12 M 目 

NF 40 YN に G 目を選択） 

2 GB 

1 GB 

1 GB 


■メモリの組みさねせ例 

メモ1」を取り付けたり交換したりする場合は、なの表のよラに組み合わせてください。 


総容量 

ス□ット1 

ス□ット2 

1 GB 

已1 2 MB 

已 12 M 目 

1 G 巨 

なし 

1.已 GB 

1 GB 

已 12 M 目 

2 GB 慮大） 

1 G 巨 

1 GB 


P POINT 

巧の表の組み合わせはデュアルチヤネル対応でず 


総容量 

ス□ット1 

ス□ット2 

1 GB 

已 12 M 目 

已 12 M 目 

2 GB 

1 GB 

1 GB 


メモ IJ の増設/交換 55 
































メモリ取り扱い上のミち意 


A 言口 

A - メモ U の取り付け/取り外しを行う場含は、必ずパソコン本体の電源を切り、 AC アダプタやバッ 
テリ、周辺機器を取り外してください。ス U —プや休止状態では、取り付け/取り外しを行わな 
いで < ださい。 

感電の原因となります。また、データび消失したり、パソコン本体や><モリび故障する原因とな 
ることびあります。 

〇 •取り外したカバー、キャップ、ネジ、電池などの部品は、ルさなお子様の手の届かないところに 
置いてください。 

誤って飲み込むと窒息の原因となります。万一、飲み込んだ場含は、すぐに医師に相談して<だ 
さい。 

A ミ主意 

A - メモ1」の取り付け位置のすぐそばに高温になる部分びあります。 

/1\ メモ U の取り付け/取り外しを行うときは、バソコン本体の電源を切って、しばらくしてから行っ 

てください。义傷の原因になることびあります。 

メモリを取り付けるとをのを意 

• メモリは、静電気に巧して非常に弱い部品で構成されており、人体に留まった静電気により破壊さ 
れる場合びあります。メモ1」を取り扱ラ前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を放電して 
<ださい。 

• 操作に必要な箇所なかには手を触れないで<ださい。故障の原因となることびあります。 

• パソコンの部品など不要な物を、パソコン本体内部に落とさないでください。故障の原因となるこ 
とびあ0ます。 

• メモ1」は何度を抜を差ししないでください。故障の原因となることびあります。 

• メモ1」の表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ1」に強い力をかけないよ 
ラにしてください。 

• メモ1」びラまく取り付けられないとさは、無理にメモ1」を取り付けず、いったんメモ1」を抜いてか 
ら再度メモ1」を取り付け直してください。 

• メモ1」は下図のよラにふちを両手で持ってください。金色の線び入っている部分（端テ）には、絶 
巧に手を触れないで < ださい。指の油分などび付着すると、接触不良の原因となることびあります。 
この部分には手を軸れないでください。 


で 

3 □日’ 

' 1 

] 「‘ 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



が 












メモリを増やす 


メモリは、パソコン本体下面の拡張 RAM モジュールスロットに取り付けます。 

メモ U スロットにメモ U を取り付ける場合と、取り付けられているメモ U を交換する場合で手順び異 
なります。お使いのパソコンの状態を確認して、正しく行ってください。 

P POINT 

メモリの取り付け手順の動画を見ることができまず 

ヴポートぺージ （ httpy / azby . fmworld . net / suppo け/)で、メモ U の取り付け手順の動画がご 
覧になれます。 

1 パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取りかします。 

ム 液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

〇 内献 V ッテリパックを取りかします。 

内蔵バッテ U の取り外し方は、 r 内蔵バッテ U パックを交換する」 （••► P .29) をご覧ください。 

4 メモリの組み合わせを確認します。 

メモ U の組み含わせについては、「><モ U の組み含わせ表」 （••► P . 已已）をご覧ください。 

5 ネジ （1 ヶ所）を取りかし、 J 瞄 i RAM モジュールスロットカバーを巧巧 
の方向にスライドさせてか5取りかします。 


拡張 RAM モジュール 
ス□ットカバー 



スロット！ 


ス□ット2 


にれ LU 降のイラストは機種や状況により異なります) 
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6 交巧したいメモリを取りかします。 

メモ U を押さえている両側のツ>(を左ちに開くと、メモ U が少し斜めに持ち上がるので、両手で 
メモ U のふちを持って斜め上の方向に引っ張り、ス□ットから取り外します。 



7 メモリを取り付けます。 

両手でメモ U のふちを持って、メモ U の欠けている部分とコネクタの突起を合わせ、斜が上から 
しっかりと差し込み、パチンと音びするまで下に倒します。 

メモ U を押さえている両側のッ>(び、をちんとはまったことを確認してください。 



が重要 

メモリを取り付けるときのご注意 

- ><モリを取り付けるとをは、端子やにに触れないよラにして、両手で><モリの 
ふちを持って取り付けてください。 

- ><モリの表面の端子やに部分に触れて押さないでください。また、メモ U に強 
い力をかけないよラにして < ださい。 

-メモ U がうまく取り付け6れないと对ま、無理にメモ U を取り付けず、いったん 
><モリをないてから再度 X モ U を取り付け直してください。無理にメモ U を取り 
付けようとすると、メモ U やコネクタが破損する原因となります。 


^ ® 厚^ュ S ァう k -ュァル ►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 










8 拡張 RAM モジュールス□ットカパーを取りけけます。 

カバーを取り付け、矢印の方向に少しスライドさせてネジ巧を含わせてから、ネジで固定します。 
拡張 RAM モジュール 
ス□ットカバー 



9 巧献 V ッテリパックを取り付けます。 

内蔵バッテ U の取り付け方は、 r 内蔵バッテI」バックを交換する」 （••►P.29) をご覧ください。 
続いて、メモ U び正しく取り付けられたか、メモ U の容量を確認しましよ5 (••►P. 日0)。 
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メモ u 容量を確認する 


1 パソコン本体の電源を入れます。 

が重要 

画面に何ち表示されないとさは 

メモ U が正しく取り付けられていないと、電源を入れたとをに r 拡張メモ U エラー」 
または「メモ U エラーです。」という><ッセージや英語のメッセージが表示された 
り、画面に何ち表示されないことがあります。その場合は電源ボタンで電源を切 
り、メモ U を取り付け直してください。 

ム @(スタート）ーロント□-ルパネル J の順にクリックします。 

「コント□ールパネル」ウィンドウび表示されます。 

r システムとメンテナンス J をク y ックします。 

勺 r システム J をク y ックします。 

5 〇で囲んだ部分の数値び、増やしたメモリの分だけ増えているかど5かを 
確認します。 

X モ U 容量の数値び正しくない場含は、><モリびをちんと取り付けられているかどうかを確認し 
て < ださい。 



メモリ容量 


メモ U 容量の表示はお使いのパソコンによって異なります。 

このパソコンではメモ U の一部をグラフィック用><モリとして使用するたが、取り付けた><モリ 
の総容量より、 8M 目少なく表示されます。 

また、お使いのシステム構成によってはさらに 4M 目少なく表示される場合があります。 

6 ウインドウのち上にある@をクリックして、ウインドウを巧じます。 


60 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 














第 4 章 

お手入れ 


1 FMV のお手入れ 












お手乂れ 


I FMV のお手入れ 

ここでは、 FMV を快適にお使いいただくための、日ごろのお手入れについて説明しています。 


パソコン本はおよび添付品のお手入れ 


A 言 口 

A -感電やけびの原因となるので、お手入れの前に、巧の事項を化ず行ってください。 
•バソコン本体の電源を切り、 AC アダプタとバッテ1」を取り外してください。 
'プリンタなど、周辺機器の電源を切り、バソコン本体から取り外してください。 


が重要 

キーボードのキーとキー^の間のホコリなどをとる場合 

-ゴ S は吹を飛ばして取らないでください。キーボード内部にゴ S び入り、故障の原因となる 
場含びあります。また、掃除機などを使って、キーを強い力で引っ張らないでください。 

-ホコ U などを取る場含は、柔らかいブラシなどを使って軽くホコ U を取り除いてください。 
その隙、毛先び抜けやすいブラシは使用しないでください。キーボード内部にブラシの毛な 
どの 異物び入り、故障の原因となる場合びあります。 


パソコン本体和マウスのミちれは、乾いた柔らかい布で軽<おさ取って<ださい。 

ミちれがひどい場含は、水または水で薄めた中性洗剤を含ませた巧を、固<絞って拭を取って<ださい。 
中性洗剤を使巧して拭いた場合は、水に浸した巧を固<絞って中性洗剤を拭を取って<ださい。また、 
おさ取りの際は、パソコン本体和マウスに水が入らないよラ十分に注意して<ださい。なお、シンナー 
やベンジンなど揮発性の強いちの和、化学ぞラさんはを色対に使わないで<ださい。 

マウスのお手入れの際は、マウスをパソコン本体から取り外して<ださい。 


62 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 









晶ディスプレイのお手入れ 


液晶ディスプレイのミちれは、乾いた柔らかい布かメガネ拭をで軽<おさ取って<ださい。水和中性洗 
剤を使用して拭かないで<ださい。 


が重要 

液晶ディスプレイのお手入れをずるときは、次の馬にご注意ください 

-液晶ディスプレイの表面を固いちのでこすったり、強く押しつけたりしないでください。液 
晶ディスプレイが破損するおそれびあります。 

-市販のク U —ナーや化学ぞラさんを使ラと、成分によっては、画面の表面のコーティングを 
傷めるおそれびあります。なのちのは、使わないでください。 

-アルカ U 性成分を含んだちの 
-界面活性剤を含んだわの 
-アルコール 成分を含んだちの 
-シンナーやベンジンなどの揮発性の強いちの 
-研磨剤を含むわの 



アルカリ性成分を含んだちの 

シンナー 

ベンジン 

ミ先剤 アルコール化学ぞラさん 



柔 5 かい巧 



CD / DVD ドライブのお手入れ 


市販のク U —ニングディスクやレンズク U —ナーを使うと、逆にコ’ミを集めてしまい、 CD/DVD ドライブ 
のレンズびミちれてしまラ場含びあります。故障の原因になりますので絶対に使わないでください。 

ラまく読み取れない場含には、ディスクの指紋、ほこりなどのミちれを拭を取ることで改善されることびあり 
ます。おさ取りち法はディスクの種類により異なります。詳し<はディスクの説明書/レーベル等をご覧< 
ださい。 
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空お用通風唐のお手入れ 


このパソコンは、性能を維持するために放熱用のフアンを内蔵しています。放熱用フアンは、パソコ 
ンの外と内の間に空気の流れを作ってパソコン内部を;令却しているため、ご利用の環境によってはパ 
ソコン内部に周囲のほこりを取り込んでしまラことびあります。このほこりび徐々に蓄積していくと、 
パソコンび本来の性能を発揮でをな < なる場合びあります。 

このパソコンでは、「お手入れナビ」といラソフトウェアにより、パソコン内部の温度やパソコンの総 
利用時間をチェックすることによって、お手入れの時期をお知らせします。 

r パソコンの空;令用通風路にほこりび詰まっている可能性びあります。」というメッセージび表示され 
た場合、この後の手順に従って正しく清掃を巧い、ほこりを取り除いてください。 



空を用通風路の清掃方法 


が重要 

AC アダプタを取りがしてください 

感電のおそれびありますので、清掃前には化ずバソコン本体や周辺機器の電源を切り、 AC ア 
ダプタを取りがしてください。 

巧分に換気してください 

清掃時には、ほこりなどを□や鼻か6吸い込まないよラに、窓を開けたり、換気扇を回したり 
するなどして、充分に換気してください。 

巧のことにごま意ください 

-洗剤は使用しないでください。 

-清掃時に破損した場合、な証期間にかかわらず修理はち償となります。取り扱いについては、 
充分ごを意 < ださい。 

' ほこりを取り除く際は、プラスチック製の楊モや歯間ブラシ等をお使いください。金属など 
の硬いちのや、木製の巧れやすいちのなどを使ラと®障の原因となります。 

パソコン本体内部は静電気に巧して弱い部品で構成されていまず 

バソコン本体内部は、静電気に対して非常に弱い部品で構成されており、人体にたまった静電 
気によって破壊される場合びあります。 

バソコン本体内部のお手入れをする前に、一度金属質のちのに手を触れて、静電気を放電して 
ください。 


64 ^マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















パソコン本体の電源を切り、 AC アダプタを取りかします。 


液晶ディスプレイを閉じ、パソコン本体を裏返します。 

液晶ディスプレイを閉じる場合は、文房具などを挟まないようにして静かに閉じてください。 


ダストキヤツチヤーを取りかします。 

ツメを矢印の方向に巧しなびら、ダストキヤツチヤーを取りがします。 



ダストキヤツチヤーと巧を用通風おを清掃します。 

ダストキヤツチヤーと空;令用通風路のほこりを取り除いてください。 
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5 ダストキヤツチヤーを取り付けます。 

ダストキヤツチヤーをツメのない側から差し込み、カチツと音びするまでしつかりはめこみま 
す。 



取り外したまま使用すると、故障の原因となることびあります。 

夕 POINT 

定期のにメッセージび表示されるよラに設定ずることちできまず 

定期的なお手入れ時期のお知6せを有効/無効に変更したい場合は、©(スタート） 
一「すべてのプ□グラム」一「お手入れナビ」一「お手入れナビの設定」の順にク 
U ックします。 

「お手入れナビの設定」ウインドウび表示されますので、ウインドウの説明に従って 
操作してください。 


厚^ュ S ァう k 0^^品^-ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内しています。 





第 5 章 

仕様-覽 


1パソコン本体の仕様 . 68 

なの表は各機種ごとの特徴を示しています。詳しい仕様につい口ん '化ページからの 
仕様一覧をご覧 < ださい。 


製品名称〔品名） 

US 巨マウス 

モデム 

無線 LAN 

NF 40 Y 

〇 

X 

〇 

NF 40 YN 

A 

X 

A 


〇 :添付または搭載 、 A :機能を選巧した場合に添付または搭載 ，X :が添付または非搭載 
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パソコン本体の仕様 


敦品ち称 

FMV-BIBLO NF40Y 

CPU 注 1 

インテル® Celeron ® M プ□セッサー已30 

1.73 白 Hz 

キャッシュメモ1」 

] ;欠： 32 KB 命令+ 32 KB データ、2巧：1 MB ( CPU 内蔵） 

チッフセット 

モバイルインテル®日43日 ML Express チップセット 

システム-バス 

已 331 \/IHz 

メインメモ1」 

標準 1 G 目（已] 2 M 臣 X 2) 

( PC 2-4200 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大2日巨; ち ^ 

六モ IJ ス□ット 

X 2〔空をス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに巧蔵 

ビデオメモ IJ 

最大 234 MB (六イン^モ U と共用）を 3 

液晶ディスプレイ34 

1日.4型ワイドカラー LCD 

1280 X 800ドット（スーパーファイン液晶） 

解像度/発色没!$6 

液晶ディスプレイ表示；1280 X 800ドット/1白77万色 
外部ディスプレイ表示；最大]巨00 X 120〇ドット/最大]巨77万色 
液晶ディスプレイとが部ディスプレイの同時表示：1280 X 768ドット/1677万色 

フ□ッピーディスクドライブ3 6 

FDD ユニット ( USB ) (別売） 

A —ドディスクドライプ5 ち 7 

約12 0 G 己 （Serial ATA /1 已 0) ま 8 

CD / DVD ドライブ ま 9 

スーパーマルチドライプ 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チッフセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録宣再生機能 

サンプリング周波数最大] 92 kHz 、 24ビット（再生時）を 1日、 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、] 巨ビット健 f 音時）を1 日、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約] 9 mm 、 キースト□ーク約 3 mm 、 87キー、 J に配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント、 US 巨マウス添付 

指紋センサー 

- 

ワンタッチボタン/ 

DVD 操作ボタン等 

Suppo けボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 00 BASE-TX / 1〇巨冉 SE-T 準拠 

無線 LAN 

注11 

規格 

IEEE 802 .1 lb 準拠、 IEEE 802 .1 1旨準拠 （ Wi - 円®準拠）をに 

内蔵 

アンテナ 

ダイバーシティ方式 


パソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することびあ0ます。あ6かじめご了承<ださい。 
注記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .72) をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 






































製品ち称 

FMV-BIBLO NF40Y 

ィ 

ン 

夕 

1 

フ 

I 

1 

ス 

ExpressCard 

XI ス□ット （ Exp 「 essCard /34 モジュール、 ExpressCard / 己4モジュール巧応）ま口 

PC 力ード 

- 

SD 力ードを14 

X 1ス□ット 

外部ディスプレイ 

アナ□グ RGB S 二 D - SUB 15ピン X 1 

USB ま1巳 

USB 2 .日準拠 X 3 (ち側面 X 2、背面 X 1) 

IEEE 13吕4 ( DV ) 

- 

LAN 

RJ -4 巳 X ] 

オーディオ 

へッドホン：の3.已 mm ステレオ-ミニジャック、 

(出力： ] mW 切上、負荷インピーダンス 320) / 

マイク：03.巳 mm ステレオ-ミニジャック 
(入力：100 mV _ UrF 、 入カインピーダンス ( AC ) 1.已 kCl 政上 （ DC ) 2 kn 

状態表示 

LED 

電源な給方式 

A 巳アダプタ 

入力 ACIOOV 〜240 V 、出力 DC 19 V (3. ISA ) 

バッテ U 

内蔵バッテ U パック：リチウムイオン1日. 8 V / 2日日 Om 冉 h 

バッテ1」穗働時間 
( JEITA 測定法1.0を1邑） 

約 1 .日時間 

バッテ U 充電時間®17 

約吕 .□ 時間 

消費電力$18 

約 27 W /約巨己 W 

省エネまに基づ< 

エネルギー消費効率を19 

1 区分曰.00078 (冉 A ) を20 

外形寸法 

W 360.0 X D 265.0 X H 38 .日〜4日.曰 mm 〔突起部含まず） 

質量 

約 2.8 k 邑 

盗難防止用□ック取 0 付け巧 

あじ 

温湿度条件 

温度巳〜3已で/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜目〇む/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とち結露しないこと） 

プレインス1ル 0 S 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート曰 S を 21 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 


パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 
を記については、「仕様一覽のを記について」 （••►► P .72) をご覧ください。 
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敦品ち称 

FMV-BIBLO NF40YN 

CPU ミち1 

インテル® Celeron ® M プ□セッサー已30 

1.73 白 Hz 

キャッシュメモ U 

] 次： 32 KB 命ち+ 32 KB データ、2 ;欠：1 MB に PU 内蔵） 

チップセット 

モバイルインテル®日43日 ML Express チップセット 

システム-バス 

己 33 MHz 

メインメモ |」女 

標準 ] GB (512 MB X 2) / 標準 2 G 日 (IGB X 2) 

( PC 2-4200 DDR 2 SDRAM DIMM ) ECC なし最大 2 G 巨;ち^ 

^モ1」ス□ット 

X 2 (空をス□ットなし） 

表 

お 

機 

能 

グラフィック 
アクセラレータ 

チップセットに巧蔵 

ビデオメモ IJ 

最大 224 MB (メインメモ U と共用）を3 

液晶ディスフレイ$4 

1已 .4 型ワイドカラー LCD 

1280 X 800ドット（スーパーファイン液晶） 

解像度/発色巧36 

液晶ディスプレイ表示；1280 X 800 ドット/1白77万色 
外部ディスプレイ表示；最大]巨00 X 120〇ドット/最大]巨77万色 
液晶ディスプレイとが部ディスプレイの同時表示：1280 X 768ドット/1已77万色 

フ□ツピーディスクドライブまで 

FDD ユニット ( USB ) (別売） 

A — ドディスクドライプ 3 7 ★ 

約 80 G 巨 /約1 20 GB (Serial ATA /1 巳 0) ミ主8 

CD / DVD ドライブま9 

スーパーマルチドライブ 

才 

1 

デ 

イ 

才 

機 

能 

オーディオコント□ーラ 

チップセット内蔵+ High Definition Audio コーデック 

PCM 録宣再生機能 

サンプリング周波数最大 192 kHz 、 24ビット谓生時）ミち…、 
サンプリング周波数最大 48 kHz 、] 巨ビット健ま音時）を1口、 

同時録音再生機能 

MIDI 再生機能 

0 S 標準機能にてサポート 

スピーカー 

ステレオスピーカー内蔵 

キーボード 

曰本語キーボード 

(キーピッチ約] 9 mm 、 キースト□ーク約 3 mm 、 87キー、 J に配列準拠） 

ポインティングデバイス 

フラットポイント 

ご購入時の選択によっては、 USB マウスび添付されます。 

指紋センサー 

- 

ワンタッチボタン/ 

DVD 操作ボタン等 

Supp □けボタン搭載 

通 

信 

機 

能 

LAN 

1 00 BASE-TX / 1 0 BASE-T 準拠 

無線 LAN ★ 

ま 1 1 

規格 

なし/ IEEE 802.1] b 準拠、 IEEE 802.1 1邑準拠 （ Wi - Fi ® 準拠）まに 

巧蔵 

アンテナ 

ダイパーシティ方式 


インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選択したちのをご覧 < ださし、。 

バソコンの仕様は、改善のために予告な<変更することがあ0ます。あらかじめご了承<ださい。 

注記については、「仕様一覧のま記について」 （••► P .72) をご覧ください。 


貴导ュ g ァう k ュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 



































製品ち称 

FMV-BIBLO NF40YN 

斗 

ン 

夕 

1 

フ 

卫 

1 

ス 

ExpressCard 

XI ス□ット （ Exp 「 essCard /34 モジユール、 ExpressCard / 己4モジユール巧応）ま口 

PC 力ード 

- 

SD 力ードを14 

X 1ス□ット 

が部ディスプレイ 

アナ□グ RGB S 二 D - SUB 15ピン X 1 

USB ま1巳 

USB 2 .日準拠 X 3 (ち側面 X 2、背面 X 1) 

IEEE 13吕4 ( DV ) 

- 

LAN 

RJ-4 巳 X ] 

オーディオ 

へッドホン：の3.已 mm ステレオ-ミニジャック、 

(出力： ] mW 切上、負荷インピーダンス 320) / 

マイク：03.巳 mm ステレオ-ミニジャック 
(入力：100 mV _ UrF 、 入カインピーダンス ( AC ) 1.已 kCl 政上 （ DC ) 2 kn 

状態表示 

LED 

電源な給方式 

A 巳アダプタ 

入力 ACIOOV 〜240 V 、出力 DC 19 V (3. ISA ) 

バッテ U 

内蔵バッテ U パック：リチウムイオン1日. 8 V / 2日日 Om 冉 h 

バッテ1」穗働時間 
( JEITA 測定法1.0を1邑） 

約1.日時間 

バッテ U 充電時間®17 

約吕 .□ 時間 

消費電力$18 

約 27 W /約巨己 W 

省エネまに基づ< 

エネルギー消費効率を19 

1 区分曰.00078 (冉 A ) を20 

外形寸法 

W 360.0 X D 265.0 X H 38.0〜40.已 mm (突起部含まず） 

質量 

約 2.8 k 邑 

盗難防止用□ック取 0 付け巧 

ぁじ 

温湿度条件 

温度巳〜3已で/湿度20〜 80 %RH (動作時)、 

温度-10〜目〇む/湿度20〜 80 %RH (非動作時） 

(ただし、動作時、が動作時とち結露しないこと） 

プレインス1ル 0 S 

Windows Vista Home Premium 正規版 (DirectX 10対応） 

サポート曰 S をの 

Windows Vista Ultimate 正規版 、 Windows Vista Home Premium 正規版 



インターネットの富 ± 通ショッピングサイト rWEB MART (ウェブマート)」でのみ購入いただける製品の仕様です。 
★ ご購入時に選がしたをのをご養ください。 

パソコンの仕様は、改善のために予告なく変更することびあります。あらかじめご了承ください。 

を記については、「仕様一覽のを記について」 （••►P.72) をご覧ください。 


パソコン本体の仕様 71 



























仕様一覧のま記について 


注1 ソフトウェアによっては CPU 名表記び異なることびあります。 

ま2 - PC2 -已300 DDR2 SDRAM も使巧できますび、 PC2-4200 DDR2 SDRAM として動作します。 

-最大タモリ容量にずるには、式モリス□ットにあらかじめ搭載済のメモリを取り外して、別売の増設メモ U を取り付ける必要びありまず。 
-同一容量の巧駕増設^モリを2枚搭載した攝合にはデュアルチャネル対応になります。 

ま3 Intel® Dynamic Video Memory Technology (DVMT) を掩巧しており、バソコンの動作状況により^モ U 容量び最大設定まで変化しま 
す。 

ま4 -液晶ディスプレイは非常に精度の高い技術で作られておりますび、画面の一部に点巧しないドットや、常時点なするドットび存在ずる場 

合びあります（有効ドット数の割合は目9.99%しソ上です。有効ドット数の割合とは「対応するディスプレイの表示しラる全ドット数の 
うち、表示可能なドット数の割合」を示しています)。これ6は故障ではありません。交換•返品はお受けいたしかねますのであらかじめ 
ご了承 < ださい。 

-本製品で使用している液晶ディスプレイは、製造工程により、各製品で色合いが異なる場合びあります。 また' 温度変化などでをみの色 
むらび凳生ずる場合びありまず。これらは巧障ではありませんので、あらかじめご了承ください。 

-長時間同じ表をを続けると残像となることびありまずび巧障ではありません。残像は、しばらく経つと消えます。この現象を防ぐために 
は、省電力機能を使巧してディスプレイの電源を切るか、スク U— ンセ~バーの使用をお勧めします。 

-表示ずるま件によってはムラおよび微がな巧点び目立つことびありますが巧障ではありません。 

なお、お輝度で長時間連続で使用した場合、早期の部品交換び必要になることびあります。 

ま已 グラフィックアクセラレータの出力ずる最大発色数は1巨77万色ですび、液晶ディスプレイではディヴ1」ング概能によって、擬似的に表示 

ごれます。また、列部ディスプレイに出力ずる場合は、お使いの列部ディスプレイびこの解像度をサポートしている必要があります。 

ま日 フ□ッピーディスクは、フォーマットした嚴境（メーカー、磯種、ソフトウェア）によっては、データを読み書きできない場合びありまず。 

対応ゾディアは、 2HD (1.44M 日， 1.2MB) と 2DD (720KB) です。なお、1 .44M 日け外の フォー マットはできません。 

ま7 容量は、 IM 日二10002 byte、 1 GB 二100〇3 byte 換算値です。 

ま8 このバソコンは Windows RE 領域に約 ]G 日の領域び占有されています。そのため、「コンビュータ」の A— ドディスクの総容量は、マニュ 

アルの記載よりを約 1GB 少なく表示されます。 

なお、八ードディスクの区画の数や種別を蜜更したり、が付けドライプを接続した状態では、「トラプル解ミ夫ナビ」び正常に動作しなくなり 
ます。ご了承くださし'1。 

ま日 ドライプの主な仕様は巧の通りです。 

なお、各数値は仕様上の最大限であり、使用メディアや動作環境によって異なる場合びありまず。 

スー A ’ー マルチドライプ 


CD/DVD 

読出速度（最大） 

書込書換速度（最大） 

CD-ROM 

24倍速 

- 

CD-R 

24倍速 

書込24倍速 

CD-RW 

24倍速 

書換]0悟速 

DVD-ROM 

8倍速 

— 

DVD-RAM 

己倍速 （4.7/ 日.4白 B) 

書換已倍速 (4.7/9.4GB) 

DVD-R 

8お速 

書込8倍速 

DVD-R DL 

4お速旧.己 GB) 

書込4ち速 （8 .已 G 巨） 

DVD-RW 

日倍速 

書換6ち速 

DVD+R 

8お速 

書込8倍速 

DVD+R DL 

4倍速旧.日 GB) 

書込4倍速 （8 .已 G 巨） 

DVD+RW 

8お速 

書換8倍速 


ま10 使巧できるサンプ U ングレートは、ソフトウェアによって異なります。 

ま11 無線 LAN の仕様については、次のマニュアルをご覧ください。 

^『画面で見るマニュアル』》 Pro 日2日日□」で検索 
一 r 無線 LAN の仕様」 

を12 Wi-Fi® 準拠とは、無線 LAN の相互接続性をな証する団体 fWi-Fi Alliance®」 の相互接続性テストに合格していることを示しまず。 

を13 ExpressCard/34 モジュールと ExpressCard/54 モジュールは同時に碟用できません。 

ミ主14 -すべての SD メモ|」ーカードの動作を保証ずるちのではありません。 

-マルチメディアカード （MMC) やセキュアマルチメディアカードには对応していません。 

- SDI0 力ードには対応していません。 

- miniSD カード、 microSD カードをお使いの場合は、アダプタび必要になります。必ずアダプタにセットしてからお使いください。 
- 2白巨を超える30>^モリーカードには対応していません。 2G 巨を超える摇合は、 SDHC カードをお德いください。 

-着作権保護機能 （CPRM) には対応していません。 

を1日 ずべての USB 対応周辺機器について動 fF 巧証ずるちのではありません。 

を1日 社団法人電モ情報技術産業協会の 『JEITA バッテリ動作時間測定法 (Verl.O)J (http;//it.jeita.or.jp/mobile/index.html). 

なお、本体のみ、省電力制御あり、满巧電の場合。ただし、実際の稼働時間は使用条件により異なります。 

ミ主17 電源曰 FF またはスリープ時。なお、装置の動作状況により充電時間が長くなることびあります。 


72 ^ マニュァル ►►この マニュアルの巻頭でご案内していまず。 





















を 18 -動作時の最小消費電力 （ Windows 起動直媛の消費電力）/最大消費電力です。また、 AC アダプタ達用時の消費電力です。 

-電源曰 FF 時の消費電力は、約1.0 Wm 下です。なお、電源 OFF 時のエネルギー消費を回避するには、 AC ケープルの電源プラグをコン 
セントから损いてください。 

を1日 エネルギー消費効率とは省エネまで定める測定ちまにより測定した消費電力を省エネまで定める複合理論性能で除したちのでず。 

を20 - 2007年度基準で表示しています。 

-カッコ 内の数値は省エネルギー基準達成率をおします。ただし、達成率び100%を超えるちのは、次のよラにアルファべ ッ トで表記して 
し、ます。 

A :1000 /oUth 2000/〇未満 、 AA : 2000/〇け上已〇〇〇/〇未満 、 AAA :已〇〇〇/〇け上 
を21 日本語32ビット版。 
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索引 


Enter キー . 

Esc キー . 

ExpressCard スロット . 

ExpressCard 取り出しボタン 

F 


Fn キー . 14 

L 

LAN コネクタ.. ... 12 

LAN (有線 LAN ) 機能 . 46 

N 

Num Lk キー . 14 

S 

SD メモリーカード . 43, 44 

Shift キー . 14 

Support ボタン . 8 


DC - IN コネクタ . 11 

Delete キー . 14 

DVD .. 36 


E 


さ行 

仕様 

—パソコン本体 ... 

状態表示 LED . 

スーパーマルチドライブ... 

スピーカー . 

スリープ . 

た行 

ダイレクトメモリースロット 

ダストキヤッチヤー . 

タップ . 

ダブルクリック... . 

ダブルタップ . 

デジタルカメラ . 

電源 

—入れる . 

—切る . 

一切れない場合 . 

電源ボタン . 

電源ランプ . 

盗難防止用ロック取り付け巧 
ドラッグ ..... 

な行 


U 内蔵ハッテリパック.. 

内蔵無線 LAN アンテナ 

USB コネクタ . 11,12 

USB マウス . 11,12, 52 は行 


A 

AC アダプタ 


-接続する . 

.. 18 

B 


Back Space キー . 

....... 14 

C 


Caps Lock 英数キー . 

..14 

CD . 

. 36 

CD / DVD 取り出しボタン . 

. 10 


D 


か行 

力 ーソル キ ー . 

18 外部ディスプレイコネクタ.. 
拡張 RAM モジュールスロット 

各部名称 . 

— ^—才、一 r .. 

一状態表示 LED.... 

—パソコン本体下面. .... 
—パソコン本体上面. .... 
-パソコン本体前面. .... 
ーパソコン本体側面. .... 
ーパソコン本体背面. .... 

吸気孔 . 

クリック .... 


あ行 


排気孔 . 13 

バッテリ . 27 

液を了ィ乂 ノレぅ . 8 半角/全角牛— 14 

液晶了■'ィスプレイのお手入れ .. 63 フ了 ンク シコ、，と— 14 

お手入れ . 61 フラットポイント . 8 

プリンタ . 52 
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を] 


画面で見る 
マニュアル 


0 


添付の 

冊テマニュアル 


►► このマニュアルの巻頭でご案内しています。 


4 4 11 
^ ii ii 


4137453980232 
^ ^ -11 1— - ^ ^ 1〇〇 


8 5 0 8 5 
6 11.2 


32222 034 
13335 222 
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へッドホン端子 . 11 

ポイント . 32 

ま行 

マイク端子 . 11 

無線 LAN アンテナ . 9 

無線 LAN 機能 . 48 

メモリ . 55 

メモリーカード . 43 

ら行 

ラッチ . 8 

わ行 

ワイヤレススイツチ . 8 
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任變蔓 Az 的 Club 

http://azby.fmworld.net/ 

FMV ューザーズクラブ AzbyClub ( 登録 • 年会費無料） 
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巧め方 



n おを白战巧!1端弓 


スタ—卜) 


ずべてのプ□グラム 


本のマニュアル1•ソタ1■にち、 
役に立つ情報が盛りだくさん！ , 
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本製品は PC 3 R 「 PC グ U — ンラベル制度」の 
審査基準(吕007年度版)を満たしています。 
詳細は、 Web サイト http :// www . pc 3 r.jp ^ 
ご覧くださし、。 



PRINTED WITH 

SOYINK 


大豆インキで印刷してし、ます。 
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このマニュアルは再生紙を使用し、リサイクルに配慮して製本されています。 
不要になった斷ま、回収 ’ u サイクルに出してください。 


T 4988618583237 























































